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巨額の投資がインフレや金利上昇を招くこ

となく円滑に実現されるためにも必要だ。投

資の拡大や構造改革の取り組みには、政府の

関与が必要になる。前述の OECD のシミュ

レーションによれば、カーボンプライシング

の強化はエネルギー転換へのインセンティ

ブを高める。一時的ではあるが税収は増加す

る。それを投資への補助、労働課税の軽減、

イノベーションの支援に使えば、投資や労働

供給を増やし生産性を高めることによって

供給力を強化することができる。試算は、こ

うした政府の関与によって、エネルギー転換

のマイナスの効果を相殺することができる

ことを示している。一方で、カーボンプライ

シングの強化はエネルギー価格の上昇につ

ながる。規制改革などの構造改革は痛みを伴

う。いずれも政治的には困難な選択肢である

ことを指摘している。 

脱炭素と成長の両立は容易ではない。投資の

拡大と生産性の上昇が不可欠だ。そのために

は、政府の関与も必要だ。耳ざわりのよい面

にだけ目を向けるのではなく、GX という将

来を展望して、今後とるべき政策のシークエ

ンスを示す必要があるのではないだろうか。 
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